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わが国の

海底炭田

まえがき

海底炭田といえば何と注く一種の好奇心と危険感を

抱く人がいるかもしれない.しかし現実に海底下の石

炭を採掘している坑道の中に入ってみるとそこには陸

上における炭鉱と同じように咬女と電燈は輝き炭車

は走り自分が海底下にいることすら忘れることが多い.

こうした石炭を採掘するということにおいては陸上に

おけるのと変わりはないがこれを探し開発するとい

うことぽおいては海城を対象とした時の特色をあげる

ことができよう岳

その特色はまず調査が行狂われるに当って常に海と

いう対象ぽ立ち陶かわねば放ら汰いことそのためにこ

れを通して海底下の地質的情報をあらゆる手段でつかむ

ことが要求されさら紅海面上紀でている島喚の露岩や

沿津地質等に注意を十分に払わ低ければなら扱いことた

どである､そしてその判断を下す大書抜屍場を扱るの

はやは資沿岸部の地質と海底部の物理探査によるデｰタ

であるう｡今員漢でこのよ多な過程をたどって来花わ

が国の海底炭閏に対する調査開発&採掘がどのように

なっているかごくそのあら讃しを概観してみようと思

う.

1海底炭田とは

同本列島の長い海岸線はそって泣がめてみると太平

洋･日本海面沿岸部ぽ多くの炭閑地帯がある害北から

みれば北海道東部の釧路炭閏本州の常磐巌嗣酉嗣

川炭岡1久慈炭蘭宇部炭嗣九州では小倉1筑豊1佐
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世保1崎戸一松島高島天箪三池等の諸炭田があり

その大半は員下稼行地でありあるいは将来の開発が期

待される所である曲

そしてこれらの地域で採掘されている炭層の多くは

陸域から海底下へと延びているものが多くその大半は

海1底炭田(o丑shorecoa1丘e1d)といえるものである.

世界各地でもこうした地質条件の下で海底炭田として

採掘が行なわれているものは少なくたい.第1図に示

したように約29個所がみとめられているがとくに集中

しているのは英国南部目本九州西部カナダ東部

等々である.これら海底炭田のうち最も古くから知ら

れとくにC㎝cealedcoa1角eld(伏在炭田)の1部と

して有名なのは英国イングランド南西岸のブリストル

湾に面した地域にあるサウスウエｰノレス炭団(South

Walescoa1制d)である.この炭田は英国において

むかしから主要炭同ヨであるばかりで放く大向斜軸が海

を横切っているためすでに海底炭田としての性格をも

っていた.

またカナダ東部のノバスコチア(NovaScotia)半島に

おける炭田もいくつかの島からの採掘によって盛んに

出炭(無煙炭)カミ行なわれていた.南米における海域

炭田の存在は明らかでないが少なくともブラジルには

沿岸部における炭田の存在が認められている.

トルコの北両部の黒海に繭した地域ソングルダｰク

(z㎝墨uid放)にはこの国最大の炭田があり海域におけ

る開発が当面の員標と溶っている｡

漢液わが国では前虹のべたように沿榛ぽある炭閏の
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うち少なくとも海底炭田として認められまた将来可

能性のあるものは第2図に示した.これらは現在下記

の状況におかれている.

･末だ開発されていないが海域に爽炭層があると考えられる所

･常磐･久慈炭閏

･現在採炭が行なわれま淀未開発の地域も存在している所

･釧路･三池1佐担保1崎戸一松島韓高島壇天草炭田

･目下海域での採掘を休止している所

･酉田川･宇部1筑豊邊福岡･三池炭団有明地域

世界の海底炭田の例でも見られるよ資に海底におい

て採炭カミ進められているという所はある範囲内安定し

た地質構造と堆積条件を示している地域である･たと

えば陸域からの炭層が単斜構造をもって海域にのびて

いる所でも炭層の傾斜カ重ゆるい場合(例釧路･宇部

その他)が多い.また見方によっては海域に走る陶斜

構造の一側面ともいえる地域もあり(例常磐炭田)

また海域における基盤(來炭層よりも古い時代の地層や

変成岩･火成岩等)の起伏によって形成された堆積盆地

である場合(例三池･崎戸一松島炭田等)もある.

炭層の厚さや質枚数等についてはこれらが陸上にお

けるように実見でき狂いのでその予測をする決め手と

しては陸域や島喚における地層の堆積優向からする判

定による所カミ大きい.陸域の山地は基盤岩で構成され

ていることが多くその上位に堆積する諸層はとかく堆

積盆地の端の辺縁相がみとめられ従って海底にゆくに

つれその中心部に至る場合が少なくない.そのため地

域的に見れば陸域よりも海底下における方が炭層が発

達したり新たな炭層が現われてくる例(字部炭田その他)

もある.

第1表主要海底炭
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第2図わが国の海底炭回分布図

ただここで問題と狂ってくるのはこの堆積域の安定

をみだす断層の存在である.陸域で認められている断

層の延長は後述する幾つかの方法によってとらえられ

はするがどうしても海底下の構造の問題の解決は海上

よりの物理探査(地震･音波探査等)によるほかは柾か

ろう.断層傾向と構造解析の上で海上試錐による層準

の確認という手順は海雇探査の結末をつけるものといえ

よう.これと平原下における炭田探査とを比較すると

き船を使用するということや地震探査の場合における

漁業補償の問題等は現実的に多額の費用を要している

ので好む所に好むように探査が行荏いカミたいという例

がかなりみられる.

これにくらべ重力探査や音波探査を海域炭同地域内に
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釧路の海城構造図

(佐藤進地1968)

施行した例はかなり多いが開発を望む側が希望する海

底下600～800mの深度までの解明は炭田地域において

は･音波探査の場合未だ十分には行なわれていない.

重力異常値の分布と炭田地域との関連づけは北酉九州島

原半島地域で試みられたことがあった.

2その開発のみちすじ

わが国の海底炭鉱の開発は九州の高島炭鉱にはじま

ったといわれるがそこは現在もなおわカミ国の海底炭田

の最も代表的匁地域であるのも海底における石炭資源

がいかに大きなものであるかを示している.

ここに海底炭田の開発の糸口と租ることに2つの様相

がある｡その1つは海岸等に打ちよせられた炭片等カミ

手掛りと狂ったもの他の1つは陸域あるいは島喚等で

の採掘進行の結果坑道の延長部か海底下にのび自然に

海底炭田として移り変わってゆくものであるわカミ国に

おけるのは後者の様相を示すのカミ全部である.

次にわカミ国における代表的なものの幾つかを取り上げ

開発のみちすじを追ってみよう.

釧路炭田

北海道東部の釧路平野には古第三系の來炭層が広く分

㌦一難繊鱗､
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写真1釧路炭国(太平洋炭鉱春採坑付近から海域をのぞむ)

写真2有明海(屑鉄有明開発事務所から三池方面的)ぞむ)�



一31一

布しておりとくに浦幌層群の春採･雄別

･尺別爽炭層中の炭層はその炭田内にあ

るドｰム構造地域を中心として採掘されて

おり海域に爽炭層カ主のぴている釧路市周

辺春採地区でも大観すれば半ドｰム構造カミ

存在する.

そして海域部ではほぼ走向NW-SE

傾斜は6.SW前後の安定した単斜構造を示

している.しかしこの海域にはほぼ南北

からNNE～SSWに走る断層が数本ありそ

のためにいくつかのブロックにわかれる.

このような自然条件下で主として太平洋

炭鉱の手によって進められた探査は第1表

に示したようであった〔佐藤進化(3)によ

る〕.

ここでは昭和14年(1939)はじめて潜水

による調査が開始されてから今日に至るま

で約30㎞の海岸線にそい沖合7㎞にわた

る間が調べられた.とくに昭和39年(19

64)以降円筒式と船上法式による海上試錐

が実施されている.円筒式は水深40m以

渡船上式は31～58mの水深地域で行なわ

れているカ重その結果として特記されてい
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るのは釧路市沖合4㎞付近よりSEにのびる断層の性質

確認が行租われ南側の地層の上昇す柱わち浮き上り

大断層を確認している.このような確認は同炭田の海

域における石炭埋蔵をさらに増大させた結果とたった.

宇部炭田

瀬戸内海の西部山口県宇部市地域はかねて海底炭田

の代表的なものとして知られていた.その発見の端緒

は約170年前陸域にある常磐池の中と人家の井戸の中

宇部海城地質構造図(瀬月弘之1966)

に炭層カミ発見されたためであるといわれている.その

後炭層についての地質基礎調査が行なわれ古第三紀宇

部爽炭層として一括され宇部興産の手によって今日に

至るまでに海域の地質構造図の完成をみている.炭層

の採掘の面では炭層カミ海域に向かいきわめてゆるやか

荏傾斜(5｡以内)をもってのぴているため海岸線近く

より炭層上盤目がけ竪坑あるいは急傾斜岩盤斜歩が掘

進され炭層に着炭後は層内沿層坑道をもって採炭が行

なわれた.採炭がすすむにつれ人工島や干拓などカミ施

写真3松島炭鉱大島鉱業所遠望

写真4高島炭団双子島より端島方面を望む�
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第3図

西彼杵半島方面主

要試錐位膣略図

行され一部では露天掘(西沖鉱業所)が行たわれたこ

ともあった.とくにこの海域での大きな問題は西方に

位置する本山岬から海域をNW～SEに走るいわゆる津

布同ヨ断層帯の存在であった.この問題にも関連し主

要炭層である五段炭層ほかの賦存状況の解明もあって

断層帯以北202本断層帯内35本断層帯以南31本の海

上試錐が昭和41年(1966)までの間に実施され〔瀬戸弘

之(6)による〕その間に採掘区域はこの断層を突破し

海岸線を去ること7㎞にもおよび試錐は12㎞の所でも

行なわれた.この結果來炭層である五段炭層堆積時に

は最も広く分布し沖合鉱区に至るにした淡い新たな炭

層も見出されたといわれる.しかし現在では海底下の

採炭は全く中止されている.

三池炭頭

有明海に面する三池炭岡はその開発は古く明治22年

(1889)以来大牟田市を中心とした地域で採炭が行な

われている.採掘地域も当然陸域から海域へと移行し

た.この地域の地質の基盤岩は北部に結晶片岩南部

に花開岩があり大牟田市周辺では陸域に第三系が露出

するだけで第四紀層の分布が広い.その開発の過程を

みれば三井鉱山三池鉱業所においては大正逐年(工915)

初めて海上試錐が行柾われて以来試錐桟橋1試錐櫓等

が使用され隅和34年から38年の間でもユエ本の試錐｡ラ

ス1スパｰカｰ縛による昔波探査が実施されている目

その結果堆積盆地の酒部有明海の鳥原串身寄りの海

底下の地質構造は解明され繭北に走る塾峯の洲バリヤ

ｰ高(基盤岩の隆起部)があり襲花北方でも筑後川口に

相当する位蟹に翰筑後バリヤｰ鵡淋認められている膏

従って現在における爽炭層の分布限界が明らかになって

はいるがハリヤｰをこえた先に含炭層分布の可能性も

考えられている.

この有明海の特色は水深がきわめて濃くまた干摘の

差がはなはだしいことからr浮き櫓｣のような試錐が

考案され能率を上げたことであった〔菊地秀夫(7)黒

田秀隆･塚崎正美(8)による〕

また北部の有明方面の日鉄有明開発事務所においては

同地区の地質構造とくに断層の傾向と炭層および炭層部

の地下水の実態に重点をおいて調査が行なわれている.

〔日鉄有明炭鉱開発事務所1964⑩〕その結果は主と

して試錐と地震探査の結果にもとづいており第三系は

大局的にはNE-SWの走向傾斜はNW6㌧7陸示

していることカミ判明しその鉱区1の中央部では盆地状構

造をなしている.

炭層についても中心部においては9枚の炭層が発達し

ていることが把握されたが目下開発は休止中である.

崎戸･松島一高島炭田

北酉九州における佐世保から高島炭田に至る西彼杵半

島西方一帯の海域はわが国の海底炭田としての代表的

た地域である.この海域には数多くの島･岩礁等が散

在しており海底地質解明のため有力な手掛りになると

共に採掘の足場とも扱っている.たとえば大島･碕

戸島･池島･伊王島･香焼島･双子島･端島狂どは採掘

や試錐の拠点に下小高島･蟹瀬･母子島･小ひき島･

大ひき島その他等では試錐が行なわれた.この海域の

探査の目的を全般的な観点からながめてみると海域に

おける基盤岩(來炭第三系より古い岩石火成岩等)の

分布と起伏爽炭層の広がり各炭田間の爽炭層の対比

狂とを把握することである.

このような目的とさらに細かく見れば各炭鉱におけ

る鉱区内での炭層の分岐･発達状況坑内水の性質等に注

意がむけられているといえよう刊�
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その他未開発の海域含炭地

本州東北地方の南部福島県の海岸にそって南北に細

長く位置する常磐炭田についてはかねて海域にも來炭

層が分布していることについて関心がもたれてきた.

地質構造上からは現在陸域で採掘されている炭層が

東へ傾ぎつつ当然海域にまで延長されていることは考え

られることである.しかしながらそれカ蝉斜構造のま

ま次第に深度をまして海底下に賦存するのかまたは海

岸線と平行に走る向斜構造のため再び浅くなってくるの

かこの点のカギを握るものは海域における調査研究で

ある.

すでに行なわれたドレヅジ調査によると湯本市の南

方をNW～SEに走る曳湯ノ嶽断層ミの海域における延

長から北方は向斜構造の東側に相当すると考えられ湯

長谷層群の亀尾層と考えられる岩石が繰取されている.

従って今後はこの構造の存在をたしかめることと炭

層自体の東方への変化(質的および炭層の厚さ･枚数等)

カ欄題とたろう〔喜多河庸二･新野弘(4)による〕

岩手県北東隅の久慈炭田についてはこれカミ北海

道と本州の堆積盆地の関連性を考える上での重要な地域

にあるだけに海域についても注意カミ払われていた.す

でに知られた資料によれば久慈炭田より北方の沿岸と

この海域についての概査カミ行狂われている.･

一I日1…一I40{1…

咄何14岬

万トン

㈰〰

瞭

一料一一一.一一べ
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輸国

一一内.一'
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一量産Tr一

寸

昌`■一事甜
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第4図沸底炭田の国第5図原料炭･輸入最と国内産量との比較

内における出炭量割

合(原料炭一般炭

無煙炭を含む)

(昭35-41年石炭･コｰクス統計

年報)

こうした過去をすぎ現実の姿としての海底炭田につい

てつぎにのべよう.

このように北から南まで炭田地域とその延長に当る海

域について開発が行租われており非常によく調査が進

められている.したカミって一海域地質調査についての

足場としてはこれらが恰好の所であるといえよう.現

実的には物理探査と地質解析が密着した形で行なわれ

て来ているという点と採炭の切実な問題カミその探査の

面ではっきりとした目的をもって反映していること

がよみとれるのである

第2表年度別･炭種別

3現在から将来へ

海底炭田における地質条件は多くの場合構造的には

比較的安定している地域が採掘されて来たことは前章

においてのべたとおりである.そして個々の炭田にお

いて当面する問題はおのずからことたっている.た

とえば釧路炭田においては稼行炭層が断層によって

その賦存が変化をうけるため沖合地域における断層の

実態をっかむことさらに結果的には新たな採掘区域の

海底炭田出炭量

�年度��������

�㌴��㌶��㌸�����

一�全国�37,257�41,380�43,625�42,270�39,279�35,924�35,385�35,658

艘'�海底�5,435�5,727�8,300�8,561�7,378�8,537�9,515�10,251

炭�海底/全国%�14.6�13.8�19.9�20.3�18.8�23.76�26.89�28.74

原�全国�10,629�11,227�11,788�11,317�11,820�12,582�12,607�12,785

料�海底�1,736�1,985�2,499�2,898�3,159�3,431�3,451�3.514

炭�海底/全国%�16.3�17.7�21.2�25.6�26,7�27.26�27.37�27.48

無�全国��1,832�1,910�1,869�1,740�1,708�1,627�1,591

煙�海底��409�412�399�394�340�291�287

炭�海底/全国%��22.32�21.57�21.34�22.64�19.90�17.88�18.03

昭戸口3畔以前の値1は科学皮術庁資腺調査会報告35号(1966)によった昭和39年以降は石炭･=トクズ統計年報より集計した�
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策3表海底炭田理輪埋蔵炭量(1000トン)

炭団�名�確定･推定･予想炭量

釧�路�308,197

字�部�409,333

一'一�池�946,176

甫�明�406,406

佐世�保�130,幽0

蜻戸･松�島�643,561

高�島�330,225

天�章�57,662

計��3,232,800

全国埋蔵炭最との比較��15.9%

科学技撮庁資源調姦会報告35号(1966)より集計

確認が行なわれている.笈池炭田においては石炭の

質的問題&くに硫黄分含有ぽついての調査研究および炭

周の広躯りの問題秘高島炭団においては基盤岩の分

布と&くに炭層に影響を与えるような火成岩の岩脈や

遼入状況か棲た崎戸一松島炭田においては炭層の分布

状況や坑内水の問題カ茎取り上げられまたかっては松岩

の存在についても調査が行なわれている.

以上色々の問題カミあるにせよ場実的にはわカミ国に

おける全出炭量中海底炭団における生産量のしめる割

合いは年々大きくなって来ている.その数値は第4図

と第2表に示してある国内出炭量中海域よりの出炭は

やがて全出炭の3分の1に達して来るであろう.

埋蔵炭量については昭和31年(1956)に全国的に調査

カミ行なわれたがその際は海域については必ずしも十分

な資料かえられていたわけではなかった.したポって

最近における海域での調査の進展と共に海域の炭量計

算についての再検の声も出ている.第3表は最近発表

されたものを転載した.ここでは全国炭量の15.9%と

いう数字か示されている.

わが国の石炭の需給状況においては工業界における

エネルギｰ源としての海外からの莫大な石油の輸入によ

って石炭利用低下はさけカミたい現実の姿である.し

かし最近における製鉄業方面の著しい拡張は必然的に粘

緕炭の需要の増大をもたらしその結果は第5図にみら

れるように昭和40年を境として輸入原料炭の著しい増

加をみている.要するに統計で示されるように今後も

粘結炭の需要は増大の一途をたどることを示しており

海底炭田から生産される原料炭に期待されるものは大き

レ､.

このように資源にスポットをあてるときもまたあて

ないときも海域における地質的情報は炭田地域のこ

れまでの詳しい基礎資料がなくては組立てられないのが

現実であろう.そしてさらにこの現実をふまえてより

深くより広く新しい技術を駆使しつつ解析してゆ

くのカミわれわれの前に描かれている炭田地域を含んだ

場合の海洋地質調査の1つの姿である.

以上のように海底炭田におけるわが国の状況と諸外国の

状況とを比較すると必ずしも両者間に大き荏差異はな

い.地質時代的にみれば英国およびカナダにおける

ものはすべて古生代の石炭～二畳紀のものでありむし

ろカナダにおけるものは地質構造的にもわが国のものと

比較し複雑である.

こうした点柾どからみると比較的恵裏れているわが国

の海底炭田の自然条件において現在および将来共最も

関心カミよせられている地質的問題としては海域におけ

る断層分布とその性格･火成岩の賦存の状況･炭層の消

長等であろう.このような問題を予想してその対策を

立てうるのは最近における探査法の技術的発達であっ

て地質的基礎デｰタにもとづいての解釈と物理的デ

ｰタのむすびつきカミ今後海域においてますます重要で

ある.

(筆者は石炭課長)
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